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巻頭言

がなされたか、それがどのような親神
の配慮と助けによるものであったか、
存在論の根源をみずから問い進め、神
意によって答えようとされつづけ、そ
れをやめられなかったことを知り、わ
たしは深く心うたれるとともに、多年
の研究上の疑問が氷解した思いがした。
神話は太古の遺物なのだろうか。その
人をえて、われわれの時代にも創造し
つづけられるものではなかろうか。

彼は、教祖の苦難の布教体験が「元初まり
の話」に投影されているというその考察を「近
代の心のさかしら」と自ら戒めつつも、それ
が「許されない考察ではあるまい」と述べる。
そして「元初まりの話」を「神の物語であり
つつ、われわれの時代の直前を生きぬいた人
が、そこに籠められた思想をからだで実証し
ながら物語ってくれたもの」と論を閉じる。

益田は、「元初まりの話」を原始的想像力
のエネルギーが『古事記』とは異なるルー
トを辿り、教祖を通して表出したものと捉
える。信仰者が自明のものとして受け取る

「元初まりの話」を神話という広い文脈に位
置づける彼の考察は示唆に富んでおり、深
く首肯せざるを得ない。しかし、たとえ「神
になっていく人」であったとしても教祖を
一人の人間と見なす視点を、天理教学と相
容れないと感じる者もいるだろう。だが、
その一点をもって、彼の論考を拒絶するの
であれば、それは信仰的な確信というより
も知的な回避であり、一種の「心のさかしら」
ではなかろうか。
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益田勝実は、『火山列島の思想』に収めら
れた「幻視―原始的想像力のゆくえ」にお
いて、「元初まりの話」を「原始の創世神話
の一面を失いながら、それに新たな一面を
添えて、教祖の中に蘇った、この世のはじ
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」として捉えた。
（１）

彼によれば、「元
初まりの話」は『古事記』のように神名の
列挙によって天地創造の神秘を語るわけで
はない。しかしそこには、「驚くべき人間の
＜生＞の苦悩の体験と、それを通り抜けて
きて獲得できた、天地自然みな人間に応じ
てある、という底抜けの楽天主義」が表現
されているという。益田はそこに、『古事記』
の創世神話が内包していたはずの「原始日
本の神話のエネルギー」を認めたのだった。

益田は『ムック天理 II：心のまほろば―
心の本　人間誕生』にも論考を寄せている。

（２）

神話研究の鉄則として、私たちは神話の誕
生に立ち会うことができないとされる。神
話には編纂者はいても、その原作者を知る
すべがない。しかし、彼は「元初まりの話

（泥海古記）」に接して、「ほんとうの神話が、
しかも従来のどの伝承とも全く別のたぐい
まれな思想を湛

たた

えた新しい神話が、創造さ
れている！」と驚愕する。さらに、それは
記紀神話の模倣などではなく、その発想と
主題において全く異なり、物語の展開と表
現においても類のない壮大な神話ではない
かと問いかける。

古代日本の神話を研究する益田は、神祭
りのなかでの忌み籠もりの期間に、「研ぎ澄
まされた心で神になっていく人」が神話を
生み出すという仮説を立てていた。そうで
あれば、「元初まりの話」を初めて知った時
の彼の驚きもうなずける。そして彼は以下
のように述べる。

天理教祖の最晩年、最も高い心の境地、
親神そのものになりきられている境地
で、人間とはそもそもなにか、その誕
生のプロセスでどのような不屈な努力
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